
Fig. 2 IPCE spectra at different AM1.5  
irradiation times in a PTB7:PC71BM 
OSC. 

Fig. 3 Temperature dependence of 
hole and electron mobilities of 
PTB7:PC71BM OSC before and 
after degradation. 

Fig. 1 Current-voltage characteristics 
of a PTB7:PC71BM OSC at different 
AM1.5 irradiation times. 
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はじめに：有機薄膜太陽電池(OSC)の光電変換効率(PCE)の向上が著しく[1]、実用レベルに近づ

いてきた。従って、今後は、駆動に伴う OSC 特性の劣化を阻止

す る こ と が 最 重 要 課 題 と な る 。 本 研 究 で は 、

thieno[3,4-b]thiophene and benzodi-thiophene(PTB7) と

[6,6]-phenyl-C71-butyric acid methyl ester(PC71BM)を活性層に

有する(OSC)において、インピーダンス分光法等を用いて電気的

解析を行い、劣化メカニズムを解明することを目的とした。 

実験:ITO/PEDOT:PSS/PTB7:PC71BM/Ca/Al 構造の素子を作製

した。作製した素子に 100 mW/cm2、AM1.5下の疑似太陽光

を照射し、作製直後、光照射 0.5、1、3 h経過後においてそ

れぞれ、PCE、IPCEスペクトル、インピーダンス分光測定

を行った。PCE の測定は 100mW/cm2、AM1.5 の疑似太陽光

下で行い、IS測定は暗状態下で低温プローバを用いて真空中で

280 Kから 100 Kまで温度を変化させながら行った。 

結果：J-V特性および IPCEの光照射時間の関数としてFig. 1、

Fig. 2に示す。光照射時間の増加に伴い、PCEおよび IPCEが

減少することがわかった。IS法ではコンダクタンスの周波数特

性で現れる走行時間効果からキャリア移動度を算出すること

ができる。差分コンダクタンス     1GGG の

周波数特性における最も低周波側のピーク周波数 maxf と走

行時間 tt の間には
1

max 48.0


 ttf の関係があり、この関係

から移動度が決定できる[2]。Fig. 3に決定した電子と正孔

移動度の温度依存性を示す。熱活性型の挙動から 300 Kにお

ける電子正孔移動度を見積った。作製直後の電子、正孔移動

度はそれぞれ 7.0×10
-6

 cm
2
/Vs、3.5×10

-5
 cm

2/
Vsであったが、

AM1.5、100 mW/cm
2、3 h 光照射後には 4.2×10

-7
 cm

2
/Vs、2.8

×10
-6

 cm
2
/Vs と変化した。以上より光照射後に、電子、正孔

移動度が減少することが分かった。当日には、デバイスシミ

ュレーションを用いて電子、正孔移動度の減少と太陽電池特

性の定量的な相関についても議論する予定である。 
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